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地下水汚染）伴］

●．．・・j・

①当面の対策と調査結果

ホ
ー
ム
ポ
ン
プ
の
水
は
煮
沸
し
て

　

生
で
飲
む
と
き
は
仮
設
水
道
の
水
を

汚染地域
10町内で

　

地
下
水
の
有
機
塩
素
系
溶
剤
に
よ
る
汚
染
問
題
で
、
県
と
市

に
よ
る
再
調
査
の
結
果
、
本
町
な
ど
八
地
点
の
井
戸
で
、
水
道

水
暫
定
水
質
基
準
を
超
え
る
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
を
検
出

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
市
で
は
、
汚
染
地
域
十
町
内
の
市
民

に
、
家
庭
や
事
業
所
の
ホ
ー
ム
ポ
ン
プ
の
水
は
煮
沸
し
て
か
ら

飲
む
よ
う
周
知
す
る
一
方
、
仮
設
水
道
に
よ
る
臨
時
給
水
栓
を

設
置
す
る
な
ど
、
当
面
の
緊
急
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
の
緊
急
対
策
は
、
①
水
道
水

暫
定
水
質
基
準
値
を
超
え
た
地
域

と
そ
の
周
辺
地
域
の
市
民
に
対
し

て
は
、
生
水
の
飲
川
×
や
め
、
一

？
一
．
分
煮
沸
し
た
も
の
χ
飲
む
よ

う
直
ち
に
周
知
す
る
②
基
準
値
×

超
え
た
井
戸
に
近
い
地
域
、
約
百

八
上
欧
帯
八
百
人
χ
対
象
と
し
た

仮
設
h
水
道
を
敷
設
し
、
約
百
‐

お
き
に
臨
時
給
水
栓
×
設
置
す
る

③
今
回
の
検
介
で
は
有
機
溶
剤
が

検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
汚
染
地

域
の
．
部
χ
通
っ
て
い
る
．
二
ヶ
…
…
J

水
の
汚
泥
χ
し
ゅ
ん
せ
つ
す
る
た
ず

今
川
の
検
出
の
ニ
ト
四
ヵ
所
と
そ

の
周
辺
の
井
戸
を
合
わ
せ
四
十
力

所
以
上
の
井
戸
χ
追
跡
調
介
す
る
、

の
四
点
で
す
．
総
嘔
裳
賞
は
、
．
．

ト
万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
．

●
月
始
め
に
臨
時
給
水
栓

仮
設
水
道
に
よ
る
臨
時
給
水
栓

は
、
一
J
月
始
め
に
は
完
成
の
兄
込

み
で
す
。
給
水
栓
は
、
約
百
□
お

き
に
二
十
四
ヵ
所
程
度
が
設
け
ら

れ
、
七
～
八
戸
で
I
カ
所
を
共
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
二
ヶ
川

水
の
し
ゅ
ん
せ
つ
は
、
七
入
線
×
含

め
九
。
’
日
九
ト
ー
ロ
χ
。
。
川
木
ま
で

に
完
r
し
ま
す
。
検
出
片
戸
な
ど

の
追
跡
調
た
は
、
一
川
目
の
水
採

集
χ
一
月
二
十
五
日
ま
で
に
終
え

て
お
り
、
二
回
目
は
I
こ
月
に
実
施

す
る
計
画
で
す
。

　

ま
た
県
で
は
立
人
り
検
査
な
ど

有
機
溶
剤
使
川
事
業
所
へ
の
指
導

×
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
総
合
窓
口
は
生
活
環
境
課

　

市
の
緊
急
対
策
の
う
ち
「
臨
時

給
水
栓
設
置
事
業
」
は
水
道
課
が
、

一
二
ヶ
川
水
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業
は
建

設
課
が
担
当
し
ま
す
が
、
水
質
検

在
や
総
合
的
な
窓
日
は
、
生
活
環

境
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

6
1
）
が
批
当
し
ま
す
。

●
保
健
所
に
も
相
談
窓
□

　

大
野
保
健
所
（
豊
6
6
・
2
0
7

6
）
で
は
、
飲
川
水
に
関
す
る
相

談
窓
日
を
設
け
て
、
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
自
家
用
井
戸
水
の
検
査
は

　

自
家
川
井
戸
水
χ
検
査
し
て
ほ

し
い
場
合
は
、
次
の
機
関
を
ご
利
川

く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
、
テ
ト
ラ
ク

ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
な
ど
有
機
塩
素
系
化

合
物
三
物
質
の
検
査
で
、
料
金
は

一
件
一
万
こ
二
三
〇
円
（
消
費
税
込

み
）
で
す
。
県
公
害
セ
ン
タ
ー
の
場

八
日
は
、
各
自
持
ち
込
み
で
す
が
、
ビ

ン
は
保
健
所
で
も
貸
し
て
も
ら
i
玉
o

・
福
井
県
公
害
セ
ン
タ
ー
（
福
井

　

市
原
目
町
3
9
の
4
豊
0
7
7
6
・

　

5
4
．
m
C
O
C
O
o
）

・
（
財
）
北
陸
公
衆
衛
生
研
究
所
（

　

福
井
市
光
陽
四
ド
目
い
H
の
2
2
≪

　

0
7
7
t
o
．
2
2
・
O
C
O
0
5
O
i
）

－パイプ鶯沼lする作が貰（本町が

仮設水道敷設個所

■
有
機
塩
素
系
化
合
物
（
溶
剤
）

　

主
に
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ

ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
1
・
1
・
I

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
の
三
種
が
使
わ
れ
て

い
る
。
と
も
に
脱
脂
性
（
油
落
と
し
）
に

優
れ
て
お
り
、
金
属
部
品
・
機
械
の
洗

浄
、
繊
維
の
い
か
抜
き
・
衣
類
の
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
毒
性
の
疑
い
が
あ
り
、
ト

リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
と
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ

エ
チ
レ
ン
は
、
発
が
ん
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
合
成
さ
れ
た
化
学
物
質
で
自

然
界
に
は
存
在
し
な
い
。

　

全
国
の
自
治
体
の
調
査
で
、
地
下
水

か
ら
検
出
さ
れ
、
昭
和
六
十
二
年
ま
で

の
四
年
間
で
約
一
万
六
千
本
の
井
戸
の

う
ち
三
・
二
％
で
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
が
、
三
・
九
％
で
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
が
、
水
道
水
の
暫
定
水
質
基
準

を
超
え
る
濃
度
で
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
た

め
、
昨
年
十
月
か
ら
水
質
汚
濁
防
止
法
が

改
正
さ
れ
、
こ
の
こ
物
質
が
有
一
物
質
に

追
加
指
定
さ
れ
浸
透
が
禁
止
さ
れ
た
。

　

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
は
、
揮
発
性

が
高
く
、
そ
れ
を
含
む
地
下
水
で
も
三
分

煮
沸
す
れ
ば
残
留
率
は
二
％
と
い
わ
れ

今
回
検
出
の
最
高
値
○
・
○
六
五
p
p
m

で
も
、
三
分
の
煮
沸
で
○
・
○
○
こ
二

p
p
m
と
な
り
、
基
準
値
の
八
分
の
一
に

な
る
。
し
か
し
比
重
が
丁
六
こ
と
高
く
、

地
下
深
く
浸
透
す
る
危
険
性
が
あ
る
。

■
水
道
水
暫
定
水
質
基
準

　

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
基
準
は
、

世
界
保
健
機
構
（
W
H
O
）
と
環
境
庁
が

○
・
○
一
p
p
m
（
＝
1
9
／
巴
以
下
と
定

め
て
い
る
。
こ
れ
は
体
重
七
十
♂
の
人

が
七
十
年
間
、
毎
日
二
四
い
の
汚
染
さ
れ

た
水
を
飲
ん
だ
場
合
に
、
実
質
的
に
安

全
な
量
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
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水
質
汚
濁
防
止
法
の
改
正
に
伴

な
い
、
昨
年
、
県
が
実
施
し
た
地

下
水
調
査
の
結
果
、
水
道
水
暫
定

水
質
基
準
を
超
え
る
テ
ト
ラ
ク
ロ

ロ
エ
チ
レ
ン
が
、
新
町
の
井
戸
で

検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
十

二
月
、
県
と
市
が
新
町
を
中
心
と

し
た
七
十
六
地
点
で
再
調
査
を
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
十
四
地

点
で
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
を

検
出
し
、
そ
の
う
ち
八
地
点
は
基

準
値
を
超
え
て
お
り
、
最
高
値
は

基
準
の
六
・
五
倍
の
○
・
○
六
五

p
p
m
に
達
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
は
、
新
町
を
中
心

と
し
て
ほ
ぼ
東
西
に
五
百
μ
、
南

北
に
そ
れ
ぞ
れ
I
キ
ロ
の
I
平
方
丿
封

の
範
囲
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
と

市
が
協
議
し
て
、
碁
盤
目
状
に
線

引
き
し
た
地
域
の
中
で
、
県
が
一
二

十
七
地
点
、
市
が
一
二
十

九
地
点
、
計
七
十
六
地

点
の
井
戸
水
に
つ
い
て
、

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
の
有
無
を
調
査
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
五
十
一
一

地
点
で
は
検
出
限
界
値

の
○
・
○
○
○
五
p
p
m

未
満
（
l
p
p
m
＝
水

1
召
中
の
含
有
量
が
1

叩
）
で
、
安
令
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

が
、
二
十
四
地
点
で
検

出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
八

地
点
で
は
、
水
道
水
暫

定
水
質
基
準
値
の
○
・

○
一
p
p
m
を
超
え
て

い
ま
し
た
。

　

基
準
値
を
超
え
て
い

る
の
は
、
○
・
○
二
二

？
○
・
○
一
二
7
1
p
p
m

が
七
地
点
、
○
・
○
六

五
p
p
m
が
一
地
点
で

す
。
汚
染
地
域
は
本
町

一
一
力
所
、
錦
町
一
ヵ
所
、

が
町
二
ヵ
所
、
新
町
二

ヵ
所
、
中
荒
井
町
一
丁

目
一
ヵ
所
と
な
っ
て
お

り
、
汚
染
の
度
合
い
は
、

h
流
ほ
ど
強
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
汚
染
地
点
が
ば
ら
ば

ら
で
、
汚
染
源
の
特
定
は
今
の
と

こ
ろ
困
難
と
の
こ
と
で
す
。

●
5
5
事
業
所
を
調
査
・
指
導

　

県
で
は
、
今
回
の
地
下
水
調
査

に
併
行
し
て
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
な
ど
の
有
機
塩
素
系
溶
剤

を
使
川
す
る
業
種
の
事
業
所
を
選

ん
で
、
立
入
り
調
査
を
す
る
一
方

そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
行
政
指

導
も
強
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

地
下
水
調
査
区
域
内
二
平
方
キ
ロ

び
）
に
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
五

軒
、
電
器
・
機
械
製
造
業
二
軒
、

繊
維
万
1
業
十
二
軒
、
そ
の
他
印
刷
・

塗
装
な
ど
二
軒
、
合
計
二
十
一
軒

の
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

そ
の
周
辺
地
域
の
事
業
所
も
含
め
。

五
十
五
軒
の
事
業
所
に
つ
い
て
、

調
査
・
指
導
し
て
き
ま
し
た
が
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
不
適
切
な

処
理
を
し
た
事
業
所
は
兄
つ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

●
他
の
2
種
も
要
注
意

　

市
が
従
来
か
ら
独
自
に
調
査
し

て
き
た
市
内
の
一
二
十
ヵ
所
の
井
戸

水
に
つ
い
て
、
昭
和
六
十
二
年
か

ら
は
有
機
塩
素
系
化
合
物
の
有
無

も
調
査
項
目
に
加
え
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

や
1
1
1
1
1
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

に
つ
い
て
も
徴
量
な
が
ら
広
範
囲

で
検
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
有

害
物
質
の
使
川
事
業
所
で
は
、
そ

の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

地下水の採集をする検査員

テトラクロロエチレンに関する地下水調査結果

区分 検出値（ppm） 地点数 調査範囲

検出限界値内 0．0005未満 52

新町を中心

とする東西

500m、南北

2kmの1ぼ
（100h（1）の

範囲

検

出

基準値未満

0．0005～0．00091

16

24

0．0010～0．00499

0．0050～0．00996

基準値以上
0．010～0．029 5

8
0．030～0．065 3

計 76

正
確
な
情
報
の
提
供
を

本町4区長

前川幸一気

　

何
十
年
も
の
間
、
お
い
し
い
水
だ
と

思
っ
て
飲
ん
で
き
た
水
が
、
あ
る
日
突

然
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
汚
染

さ
れ
て
い
る
と
知
ら
さ
れ
て
、
驚
い
て

い
ま
す
。

　

県
も
市
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
①
正
確

で
緻
密
な
情
報
の
提
供
②
汚
染
源
根
絶

の
た
め
に
指
導
の
強
化
徹
底
③
汚
染
水

の
排
出
と
浄
化
の
た
め
の
方
策
、
の
三

点
を
関
係
機
関
に
お
願
い
し
ま
す
。

一
日
も
早
く
上
・
下
水
道
を

　

下庄婦人会

　

新町支部長

吉田多輝子゛A．

　

発
表
結
果
を
聞
い
て
、
大
き
な
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
不
安
な
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
、
な
お

の
こ
と
で
し
ょ
う
。
少
量
な
が
ら
も
検

出
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
の
な

ら
、
何
と
か
早
く
対
処
で
き
な
か
っ
た

も
の
か
と
腹
が
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、

こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
、
一
日
も

早
く
上
・
下
水
道
を
完
備
し
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と

強
く
切
望
し
ま
す
。



市
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告

期
限
は
3
月
1
5
日
、
早
め
に
手
続
き
を

　

今
年
も
市
・
県
民
税
の
申
告
と
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
申
告
期
間
は
、
市
・
県
民
税
が
二
月
二
十
六
日
（
月
）

～
三
月
十
五
日
（
木
）
、
所
得
税
は
二
月
十
六
日
（
金
）
～
三
月
十
五
日

（
木
）
で
す
。
書
類
（
給
与
・
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
や
所
得
が
分

か
る
帳
簿
類
、
国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険
税
・
生
命
保
険
料
な
ど

の
証
明
書
）
を
早
め
に
そ
ろ
え
、
正
し
い
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
一
一
・

　

市
・
県
民
税
中
七
日
の
日
程
は
、

左
ド
の
長
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
川
紙
は
、
一
1
‐
り
一
。
卜
日
ご

ろ
に
区
長
さ
ん
χ
通
じ
て
お
届
け

し
ま
す
。
そ
の
際
、
地
区
ご
と
の

申
七
日
‐
時
と
場
所
χ
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
混
雑
×
避
け
る
た
め
に
も

で
き
る
だ
け
指
定
さ
れ
た
目
に
申

七
日
χ
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人
は

　

申
告
χ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
、
平
成
ス
年
一
日
一
日
現

在
で
市
内
に
住
ん
で
い
た
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で

す
。
山
昨
年
中
に
所
俳
が
あ
っ
た
人
。

　

た
だ
し
、
所
俳
税
の
確
定
申
七
日

　

を
す
る
人
と
給
与
所
俳
者
与

　

ラ
リ
ー
マ
ン
）
で
給
り
以
外
の

　

所
俳
が
な
い
人
×
除
き
ま
す
。

②
給
与
所
俳
以
外
に
、
地
代
、
家

　

賃
、
配
当
、
退
職
金
な
ど
の
収

　

入
が
あ
っ
た
人
。
た
だ
し
、
退

　

職
金
の
場
八
‐
、
勤
務
光
で
分
離

　

課
税
さ
れ
た
人
χ
除
き
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
所
俳
は
、
つ
い
申

七
日
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
金
額
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
巾
告
し

て
く
だ
さ
い
。

●
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
俳
た

　

収
入

・
保
険
の
勧
誘
や
物
品
販
売
な
ど

　

の
外
交
八
搬
酬

・
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
な
ど
の

　

年
金
収
入

申
告
に
必
要
な
も
の

　

巾
告
の
際
は
、
次
の
も
の
χ
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

川
所
俳
の
計
算
に
必
が
な
帳
簿
や

　

書
頬
。
例
え
ば
、
売
L
帳
、
仕

　

入
帳
、
源
泉
徴
収
票
、
請
求
書
、

　

領
収
次
‥
な
ど

ぶ
国
民
健
康
保
険
税
や
国
民
年
金

　

保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
医
療

　

費
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
女
払

　

証
明
書
な
ど

即
そ
の
他
、
印
鑑
、
家
族
の
生
年
月

　

日
が
分
か
る
健
康
保
険
証
な
ど

　

も
し
、
申
告
川
紙
が
届
か
な
か

っ
た
り
、
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら

な
い
と
き
は
、
市
役
所
税
務
課
市

民
税
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

4
2
3
・
4
2
4
）
へ
お
問
い
八
日

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ほ
k
に
一

　

平
成
元
年
分
（
昭
和
六
十
四
年

一
目
一
目
～
平
成
元
年
十
二
目
丿
一

ト
目
ま
で
の
分
）
の
所
得
税
の

確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら

大
野
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
告
期
限
は
一
こ
月
ト
五
‐
で
す
が

開
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署

は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
告
は
早

め
に
済
ま
せ
て
ド
さ
い
。

確
定
申
告
の
該
当
者

川
平
成
元
年
分
の
事
業
所
得
、
不

　

動
産
所
1
な
ど
の
所
得
の
合
計

　

額
が
、
所
1
控
除
（
基
礎
控
除
、

　

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）

　

の
八
日
計
額
χ
超
え
る
人

の
給
与
所
得
者
で
、
①
給
与
の
年

　

収
が
千
五
百
万
円
χ
超
え
る
人

　

②
二
ヵ
所
以
h
か
ら
給
与
を
受

　

け
て
い
る
人
③
給
与
所
得
や
退

　

職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合

　

計
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

倒
給
与
所
得
者
で
、
①
住
宅
×
購

　

人
し
た
人
②
災
害
や
盗
難
に
遭

　

っ
た
人
③
多
額
の
医
療
費
×
支

　

払
っ
た
人
、
な
ど

納
税
相
談

　

農
業
所
得
と
営
業
所
得
に
つ
い

て
の
納
税
相
談
が
、
次
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
す
。
ご
利
川
く
だ
さ
い
、

時
間
は
、
午
前
九
時
～
午
後
四
時

で
す
。

農
業
所
得
▼
上
庄
農
協
で
2
日
‥

　

1
6
・
1
9
・
2
0
日
▼
市
農
協
阪

　

谷
七
所
で
2
川
1
9
～
2
1
日
▼

　

小
山
・
乾
側
女
所
で
2
川
2
0
・

　

2
1
日
▼
下
庄
・
富
田
支
所
で

　

2
日
9
1
一
～
2
3
日

営
業
所
得
▼
大
野
税
務
署
で
2

　

月
1
6
～
3
口
1
5
日
（
L
・
日
曜

　

日
χ
除
く
）

市・県民税申告の日程

日日 曜日 場所 口日 曜日 場所

2．26 川

市役所

3．7 水 小山公民館

27 火 8 本 蔵生集落センター

28 水
9 金

富田公民館

3．1 本 下庄公民館 巾農協富田jど所

2 金 ド庄公民館
12 川

／満・ふるさと自烈の京

3 1：
庄林生活改丿忙ンター 水本集落センター

南六固卸集落センター
13 火

阪谷公民館

5 目
h庄公民館

市農協阪谷jど所

6 火 14 水
巾役所

7 水 乾側公民館 15 本

●時｜川はいずれも午前9時～午後4時。

　

ただし、3日と12川は午前11時30分まで。

●地区ごとの川程明細は、後日、申告書配布の際にお知らせします。



公職選挙法徊庄ヤむ。敢治家の寄付は

罰畦M1万回／に禁万ま｜さ｜万れjjまjlしこた

昨
年
十
二
月
、
「
公
職
選
挙
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
十
二
月
十
九

日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
改
正
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
金
の

か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
と
選
挙
の
公
正
を
確
保
す
る
」
た
め
に
、

寄
付
の
禁
止
規
定
な
ど
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
改
正
は
、

今
年
二
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
政
治
家
も
有
権
者
も
、
と
も

に
こ
の
規
定
を
守
っ
て
、
き
れ
い
な
政
治
の
実
現
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

1

政
治
家
が
寄
付
を
す
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す

　

現
に
公
職
に
あ
る
人
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
候
補
者
や
候
補
者
に
な

ろ
う
と
す
る
人
が
、
選
挙
区
内
の

人
に
寄
付
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
政
党
や
親
族
に
対

す
る
寄
付
、
政
治
教
育
集
会
に
関

す
る
必
が
や
む
を
得
な
い
実
賞
の

補
償
、
政
治
家
本
人
が
出
席
す
る

場
合
の
結
婚
祝
や
香
典
は
除
か
れ

ま
す
。
ま
た
、
政
治
家
以
外
の
人

が
、
政
治
家
名
義
の
寄
付
を
し
た

場
八
口
も
処
罰
さ
れ
ま
す
。

2

有
権
者
が
威
迫
し
て
、
あ

る
い
は
政
治
家
を
陥
れ
る

目
的
で
寄
付
を
求
め
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

有
権
者
が
政
治
家
に
寄
付
を
勧

誘
し
た
り
要
求
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
家
を
威
迫

し
て
、
あ
る
い
は
政
治
家
の
当
選
ま

た
は
被
選
挙
権
を
失
わ
せ
る
目
的

で
勧
誘
や
要
求
を
す
る
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。
政
治
家
夕
‥
義
の
寄
付
を

求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
、
威
迫

し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

3

政
治
家
は
、
年
賀
状
な
ど

の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ

と
も
禁
止
さ
れ
ま
し
た

　

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
の
人
に

答
礼
の
た
め
の
自
筆
の
も
の
を
除

き
、
年
賀
状
、
暑
中
兄
舞
な
ど
の

あ
い
さ
つ
状
（
電
報
な
ど
も
含
む
）

を
出
す
こ
と
は
禁
心
1
1
さ
れ
ま
し
た
。

4
政
治
家
や
後
援
会
が
有
料

の
あ
い
さ
つ
広
告
を
出
す

と
処
罰
さ
れ
ま
す

　

政
治
家
や
後
援
会
な
ど
の
後
援

団
体
が
、
選
挙
区
の
人
へ
の
あ
い

さ
つ
を
目
的
と
し
て
、
新
聞
、
雑

誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
有
料

の
広
告
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に
あ

い
さ
つ
を
目
的
と
し
た
広
告
を
求

め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威

迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

5
後
援
会
が
、
花
輪
、
香
典

祝
儀
な
ど
を
出
す
と
処
罰

さ
れ
ま
す

　

後
援
回
一
体
が
、
花
輪
、
供
花
、

香
典
、
祝
儀
そ
の
ほ
か
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
を
出
し
た
り
、
後
援

同
体
の
設
立
目
的
に
よ
り
行
う
行

事
や
事
業
に
関
す
る
寄
付
以
外
の

寄
付
を
す
る
と
、
そ
の
時
期
の
い

か
ん
を
問
わ
ず
、
処
罰
さ
れ
ま
す
。

※
3
を
除
く
四
項
目
に
よ
っ
て
処

　

罰
さ
れ
ま
す
と
、
公
民
権
停
止

　

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

地
元
企
業
就
職
奨
励
金

　

支
給
制
度
を
創
設

　

若
者
の
地
元
へ
の
定
杵
と
U

タ
ー
ン
者
の
増
加
を
図
る
た
め
、

巾
と
地
元
企
業
が
協
力
し
て
、
巾

内
の
企
業
に
就
職
し
た
若
者
に

対
し
就
職
奨
励
金
を
贈
る
制
度

を
、
今
年
四
月
か
ら
三
年
間
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
は
こ
の
制
度
実
施
に
必
要
な

資
金
を
、
平
成
二
年
度
予
算
に

計
ヒ
す
る
予
定
で
、
一
二
月
に
開

か
れ
る
市
議
会
で
予
算
が
認
め

ら
れ
る
と
本
決
ま
り
と
な
り
ま

す
。
交
付
対
象
者

①
大
野
市
内
の
企
業
に
就
職
し

　

た
二
十
五
歳
以
下
の
人

②
県
外
の
巾
町
村
ま
た
は
県
内

　

の
福
井
市
内
な
ど
の
事
業
所

　

を
退
職
し
て
、
大
野
巾
内
の

　

企
業
に
就
職
し
た
三
1
歳
以

　

ド
の
人

そ
の
他
の
交
付
要
件

①
同
一
企
業
に
一
年
以
ヒ
継
続

　

し
て
就
業
し
て
い
る
こ
と

②
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ

　

る
こ
と

③
大
野
公
共
職
業
安
定
所
の
紹

　

介
で
就
職
し
た
こ
と

④
事
業
主
が
負
担
金
を
市
へ
納

　

人
す
る
こ
と

奨
励
金
の
額
一
人
一
回
限
り

　

で
一
二
4
万
円

交
付
時
期
就
職
し
て
満
一
年

　

を
経
過
し
た
後
、
訪
れ
る
最

　

も
早
い
三
月
ま
た
は
九
月
末

事
業
主
と
市
の
負
担
割
合
二

　

十
五
歳
以
下
の
人
で
新
卒
者

　

の
場
合
と
三
十
歳
以
下
の
U

　

タ
ー
ン
者
の
う
ち
市
外
在
住

　

の
大
野
市
出
身
者
、
市
内
在

　

住
の
市
外
就
職
者
の
場
合
は

　

事
業
主
が
三
分
の
一
、
市
が

　

一
二
分
の
二
、
そ
の
他
は
各
二

　

分
の
一

適
用
除
外
事
業
所
次
の
事
業

　

所
は
、
こ
の
制
度
の
対
象
と

　

は
な
り
ま
せ
ん
。
①
す
べ
て

　

の
公
務
員
②
幼
稚
園
・
保
育

　

所
・
福
祉
施
設
③
農
協
・
森

　

林
組
合
・
商
工
会
議
所
④
北

　

陸
電
力
・
N
T
T
・
J
R
・

　

京
福
電
鉄
⑤
金
融
・
保
険
・
不

　

動
産
業
⑥
医
療
機
関
⑦
各
種

　

団
体
・
組
合
の
事
務

問
合
せ
先
大
野
市
役
所
商
工

　

観
光
課
商
工
労
政
係
（
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
C
O
C
O
．
－
H
）



心添琢顔で帽但湊ぬ

　

市の家計簿がどのようになっているのか、

また、皆さんが納めた税金などがどのよう

に使われているのかを知って頂くため、平

成元年12月末現在の財政状況をお知らせし

ます．、ご家庭の家計簿と同様に、市の台所

事情をご覧ください、⌒

　　

－般会計とは、市の普通－‥一般の歳人・歳出を経i’P．する会計で、上

木賞、教育賞、民生賞など、基本的な経費が計llされていますー

〈歳入〉予算額128億482万円

　　　　

収入済額81億4，842万円

　　　　

収入率63．6％

地方譲与税2億6．600万円目億999万円）

利子割交付金5、900川In5．053；；円）

自動車取得税交付金1億4．000万円（9．71W／I’］）

姦姿霖奈i交付金1．000川Iト．447万円）

分担金及び負担金2億4．778万円（1億7、280万円）

使用料及び手数料1億7，020万円目億2．468；／円）

財産収入8、440万円（5．831万円）

寄付金394y／1’卜256／／I小

繰越金2億8、316万円（2億8．316万円）

※（）は収入済額

＜歳出〉予算額128億482万円

　　　　

支出済額77億8．111万円

　　　　

支出率60．8％

議会費川心（；，；≪□刈り（1億2．623万円）

労働費2億2．28rW；T］（2f．u549万円）

消防費3億5．788万円（2f．S5．198万円）

災害復旧費2f，u2，851万円（7．313万円）

公債費81（1（4．376万円（4億1．920万円）

予備費855万円（O）

※（）は支出済額

市價の借入状況

　

市債（借金）の12月末残高は

64億7、416万円で、借入先別金額

は次のとおりです。

●大蔵省資金運用部

　　　

35億2，644万円（54．5％）

●郵政省簡易保険局

　　　

18億3．671万円（28．4％）

●公営企業金融公庫

　　　

2億9、445万円（4．5％）

●各種共済組合

　　　　

2億5，937万円（4．0％）

●市内金融機関

　　　　

2億9，609万円（4．6％）

●その他

　　　　

2億6，110万円（4．0％）

しどよ泌ム窟砲＝自軍珊葬の財政狭迫丿晨ど



□TTl獣てごこ

　

特別会計とは、市が特定の事業を行うときに、一般

会計と区別して経理し、その特殊性を明らかにするた

め設けられたものです。水道事業は、企業会計です。

予算額

国民健康保険

21億1．620））R

13億4．963／j’P］

12億7．3147ffl

老人保健

2m9．805／jl1

15億8．222／jR

15億U7m

簡易水道事業

　　

6．303／jI’］

2。656胴－

2，591胴

予算額

南部第二上1也区山整理事業

　

3億6，666屈

1億9．102剛一

2億1，640朋

a業集落tJド水事業

　

1億9，891胴

1．000川－

1．627胴

水道事業

仄）2億70川
（出）2億8，879胴

　　

9．883胴

im．mm

に柳£

主な建設事業

事業名 事業額

西部児童センター建設事業 5．464万円

大野有終会館建設事業 4億9．105万円

下庄小屋内体育館改築事業 2億2．244万円

蕨生小学校改築事業 4億4．890万円

小山小プール改築事業 3．779万円

富田・阪谷幼稚園増築事業 2．243万円

有終西小・陽明中大規模改造事業 7．153万円

エキサイト広場建設事業 2．100万円

真名川グラウンド照明新設事業 1．553万円

花と縁の都市モデル事業 3．297万円

亀山公園整備事業 9．969万円

都市公園整備事業 8．060万円

事業名 事業額

都市計画街路整備事業 11－2：3．123万円

道路改良・舗装事業 3億1，671万円

河川改良事業 1億5．527万円

城北排水路整備事業 2．429万円

若生子大橋改修事業 5．798万円

橋梁改良事業 8、125万円

農村基盤総合整備事業 2億1．549万円

団体営農道整備事業 7．437万円

農業関係補肋事業 1億5．230万円

土地改良事業 4．078万円

造林事業 3．531万円

林道開設・舗装・改良事業 lf，S3．925万円
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
一
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

かわいりだるまさん・jl！mme

＜る一ぶ登場
高校生ボラン

ティアグループながれ星

人
と
の
出
会
い
人
生
の
プ
ラ
ス
に

　

高
校
生
だ
け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
な
が
れ
星
」
は
、
昭

和
五
十
八
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

大
野
公
民
館
が
、
高
校
生
の
社
会

参
加
を
十
す
め
よ
う
と
取
り
組
ん

だ
の
に
呼
応
し
て
、
結
成
さ
れ
た

の
で
す
。
現
在
、
会
0
は
男
子
五

人
、
女
子
十
八
人
で
す
。
活
動
の

拠
点
に
な
っ
て
い
る
公
民
館
が
大

野
高
校
に
近
い
た
め
か
、
工
業
高

校
か
ら
の
参
加
は
少
な
く
、
ほ
と

ん
ど
が
大
高
乍
で
す
。

　

．
j
l
l
’
）
：
＜
．
T
－
・
－
＾
■
：
－
5
；
＜
i
y
＝
5
”
、
―

　

・
J
ノ
ー
－
―
－
v
’
S
－
4
＜
j
c
4
V
”
’
＾
’
＾
’
～
’
力
j

だ
例
会
で
は
、
昨
年
一
年
間
の
活

動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
障
害
者

の
つ
ど
い
や
福
祉
施
設
の
行
事
に

参
加
し
て
、
そ
の
巡
回
に
携
わ
る

こ
と
が
多
く
、
自
ド
的
な
事
業
と

し
て
は
、
公
園
の
清
掃
や
保
育
園

の
訪
問
が
あ
り
ま
す
。
副
委
員
長

の
酒
井
雄
次
君
は
「
も
っ
と
独
白

の
継
続
し
て
行
う
事
業
を
増
や
！

た
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
昨
年
独

り
暮
ら
し
の
老
人
の
つ
ど
い
で
知

り
八
‐
つ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
へ

そ
の
後
訪
ね
た
の
は
よ
か
っ
た
」

と
反
省
し
て
い
ま
し

た
。

　

光
輩
に
誘
わ
れ
て

加
入
し
た
人
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
参
加

し
て
み
る
と
い
ろ
い

ろ
な
立
場
の
人
と
会

え
て
、
自
分
の
人
生

に
も
プ
ラ
ス
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い

る
人
が
多
い
よ
う
で

す
。
北
野
順
子
さ
ん

は
「
自
分
は
親
切
で

や
っ
て
い
る
つ
も
り

で
も
、
相
1
に
迷
惑

を
か
け
て
い
る
こ
と

も
あ
る
。
そ
ん
な
こ

と
は
今
ま
で
思
い
も

つ
か
な
か
っ
た
」
。
委
0
長
の
後
藤

弘
幸
君
は
「
今
年
卒
業
す
る
が
、

こ
の
経
験
χ
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
し
て
生
か
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
活
動
χ
通
し
て

成
長
し
て
い
く
若
者
の
姿
×
、
た

く
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。

ヤング’コチー

新
成
人
に
聞
く

　

今
年
成
人
式
を
迎
え
た
若
人
は

約
五
百
人
。
市
教
委
が
募
集
し
た

「
二
十
歳
の
声
」
に
み
ご
と
入
選
し

た
三
人
の
新
成
人
に
、
「
今
年
ぜ
ひ

手
掛
け
た
い
こ
と
。
や
っ
て
み
た

い
こ
と
」
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

着
物
を
自
分
で
着
た
い

八
田
充
代
j
（
学
生
・
泉
町
）

　

高
校
時

代
に
習
い

始
め
た
茶

道
と
華
道

は
、
一
時

中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
卒
業
χ

機
に
今
年
か
ら
再
出
発
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
着
物
×
着
る

機
会
も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
着
付
け
も
習
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
中
に
、
何
と
か
自
分
で

着
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
の
で

す
が
・
I
I
‐
’
‐
。
初
め
て
の
仕
事
と
と

も
に
、
と
に
か
く
何
と
か
が
ん
ば

り
ま
す
。

い
ろ
ん
な
人
に
出
会
い
た
い

1
・
・
i
’
‐
！
J
松
森
奈
々
j

ｎ
・
春
日
3

　

自
分
の

視
野
×
広

げ
る
と
い

う
意
味
で

い
ろ
ん
な

行
事
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
た

い
。
そ
し
て
、
い
ろ
ん
な
人
と
出

会
い
、
ふ
れ
合
い
、
仲
間
×
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
就

職
し
て
二
年
、
少
し
生
活
に
も
余

裕
が
出
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、

旅
行
も
い
っ
ぱ
い
し
て
み
た
い
。

と
に
か
く
、
今
以
上
に
毎
日
が
楽

し
く
な
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

夏
は
子
供
た
ち
と
キ
ャ
ン
プ

増
田
健
治
郎
j
（
学
生
・
水
落
町
）

　

僕
は
今

年
こ
そ
、

キ
ャ
ン
プ

カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
χ
や

つ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
前
六
呂
師
で
資
格
×
取
っ
だ
の

で
す
が
、
昨
年
は
忙
し
く
て
行
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近
、
付
属
小

学
校
へ
実
習
に
行
っ
て
、
子
供
レ
に
上

つ
き
あ
う
こ
と
の
楽
し
さ
、
難
し

さ
χ
知
り
ま
し
た
。
九
月
に
は
、

ま
た
I
カ
‐
り
実
習
に
行
く
の
で
す

が
、
そ
の
前
の
夏
休
み
の
間
に
、

六
呂
師
で
”
子
供
”
と
い
う
も
の
か

十
分
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。



W鴫歌

適
切
な
初
期
消
火
で
感
謝
状

　
　
　

か
た
く
ら
ひ
ろ
し

　
　
　

片
4
1
1
D
4
＾
さ
ん
（
4
5
歳
・
木
本
）

　
　
　

し
ま
ぐ
ち
と
し
え

　
　
　

a
呵
口
‘
坂
琳
奉
さ
ん
（
4
6
歳
・
木
本
）

　

昨
年
ト
一
。
目
こ
ト
ー
J
‐
、
木

本
で
住
宅
の
火
事
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
、
近
所
に
住
む
片

介
広
さ
ん
（
農
業
）
と
島
‐
敏
栄

さ
ん
（
農
協
職
G
）
が
、
い
ち
い

く
駆
け
つ
け
、
消
防
署
へ
通
報

す
る
一
方
、
初
期
消
火
に
努
め

ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で
、
火
事

は
、
玄
関
を
焼
い
た
だ
け
で
消

し
氏
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
野
地
区
消
防
署
で
は
、
一

月
ト
目
ク
。
人
を
招
い
て
感
謝

状
を
贈
気
し
、
労
を
ね
ぎ
ら
い

ま
し
た
。

　

片
介
さ
ん
は
、
正
午
過
ぎ
に

家
を
出
上
う
と
し
て
、
隣
の
家

か
ら
煙
が
出
て
い
る
の
を
発
見
、

出
く
わ
し
た
鳥
目
さ
ん
の
奥
さ

ん
に
近
所
へ
の
通
報
を
依
頼
す

る
一
方
、
集
会
所
ヘ
ホ
ー
ス
を

取
り
に
走
り
ま
し
た
。
鳥
目
敏

栄
さ
ん
は
、
怪
食
の
た
め
自
宅

へ
戻
る
途
中
、
自
宅
近
く
で
奥

さ
ん
や
片
介
さ
ん
の
奥
さ
ん
の

人
き
な
叫
び
声
を
聞
い
て
駆
け

つ
け
ま
し
た
。
火
事
の
原
閃
は

過
熱
し
た
ス
ト
ー
ブ
を
持
ち
出

そ
う
と
し
て
、
玄
関
で
び
っ
く

り
返
し
た
た
め
だ
そ
う
で
、
火

勢
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
近

く
の
消
火
栓
か
ら
ホ
ー
ス
を
つ

な
い
で
の
放
水
で
消
し
止
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

消
防
巾
が
若
い
た
と
き
は
、

す
で
に
鎮
火
し
て
お
り
、
消
防

署
で
は
一
。
人
の
適
切
な
消
火
活

動
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

▲右から島□さん、片倉さん

私4ぺj・xcx

Q
野
有
終
会
館
の
命
名
に
思
う

Q

　

有
終
会
館
が
落
成

し
て
、
は
や
年
も
改

ま
っ
た
。
市
は
起
に

に
完
だ
っ
て
、
新
し
い
・
＞
；
：
前
を
公

募
さ
れ
た
が
、
結
田
お
は
「
人
野
有

終
会
館
」
と
決
ま
り
、
当
り
は
多

田
氏
の
貢
献
を
記
念
し
て
「
多
富

記
念
」
を
こ
れ
に
冠
し
た
。
こ
れ

は
旧
■
＞
；
：
称
に
「
大
野
」
が
付
い
た
だ

け
で
、
有
終
会
館
が
9
山
に
も
福

井
に
も
あ
る
わ
け
で
な
い
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
も
と
も
と
の
々
n
前
と

り
2
』
と
に
な
る
。

　

私
は
「
明
倫
館
」
と
投
稿
し
た
。

明
倫
館
は
、
大
野
の
歴
史
に
も
有

名
で
記
念
碑
も
建
っ
て
い
る
。
新

町
名
に
も
明
倫
町
が
あ
る
ほ
ど
で

あ
る
。
有
終
会
館
の
々
い
‥
に
ヶ
チ
を

付
け
る
気
は
毛
頭
な
い
。
し
か
し

そ
れ
な
ら
な
ぜ
「
市
民
に
親
し
ま

れ
る
新
し
い
お
前
」
を
、
と
募
集

し
た
の
か
。
私
は
、
新
し
い
配
‥
前

を
と
注
文
を
付
け
な
が
ら
、
結
に
『

も
と
の
父
‥
前
に
し
た
こ
と
に
不
満

を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
こ
の
投
稿
は
、
時
期
的
に

遅
い
と
。
。
。
‥
わ
れ
れ
ば
。
・
。
。
。
‥
も
な
い
。

へ
中
据
・
出
村
清
）

A

　
　

「
多
田
記
念
大
野

付
終
会
館
」
の
名
称

に
つ
き
ま
し
て
は
、

応
募
の
あ
っ
た
百
四
ト
通
、
百
ト

五
点
の
配
‥
称
の
中
か
ら
「
大
野
有

終
会
館
」
を
選
び
、
さ
ら
に
多
田

清
氏
の
篤
志
を
記
念
し
て
「
多
田

記
念
」
を
冠
す
る
と
い
う
々
ハ
‥
称
選

考
委
0
会
（
小
原
藤
雄
委
‥
只
長
・

委
0
七
人
）
の
答
申
に
基
づ
き
決

定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ご
指

摘
の
と
お
り
旧
記
‥
称
を
踏
襲
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
藩
校
明

倫
館
の
跡
に
建
て
ら
れ
た
有
終
小

学
校
に
そ
の
弘
‥
称
の
源
が
あ
り
、

こ
れ
は
、
当
時
の
藩
知
事
・
旧
人

野
藩
七
h
井
利
恒
公
の
命
・
＞
；
に
よ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
は
「
初

め
は
有
っ
て
も
、
終
り
が
有
る
こ
と

が
少
な
い
。
つ
ま
り
、
物
事
は
蛾

後
ま
で
や
り
と
げ
る
こ
と
が
大
事

だ
」
と
の
意
味
を
込
め
て
「
有
終
」

と
つ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
配
‥

は
呼
び
や
す
く
、
市
民
に
も
親
し

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
一
次

選
考
で
残
っ
た
一
‘
卜
点
の
中
か
ら

結
”
l
－
＊
「
大
野
行
終
会
館
」
の
｛
ｚ
‥
称
が

選
ば
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
市

民
に
は
愛
着
の
深
い
名
称
と
も
言

え
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

（
総
務
課
長
・
中
兼
惣
右
衛
門
）

私
吃
々
｀
、
こ
と

投
稿
の
お
願
い

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や

意
見
な
ど
、
日
ご
ろ
皆
さ
ん

が
考
え
て
い
る
こ
と
を
ハ
ガ

キ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
紙

上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
必

ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
（
住
所
・
氏
名

の
記
載
な
い
も
の
は
不
可
）

あ
て
先
は
、
〒
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
市
役
所
総

務
課
広
報
広
聴
係

翁
知
ら
せ

大
野
子
ど
も
劇
場

　

す
ず
き
ま
こ
と

　

わ
ん
だ
I
ら
ん
ど

　

生
の
舞
台
芸
術
を
子
供
た
ち
に

I
と
願
う
ぉ
母
さ
ん
の
集
ま
り

　

「
大
野
f
ど
も
劇
場
準
備
会
」
（
本

紙
前
号
ぐ
る
I
ぶ
登
場
で
紹
介
の

お
お
の
親
f
劇
場
準
備
会
が
配
‥
称

変
更
）
が
主
催
す
る
、
第
一
川
公

演
が
次
の
と
お
り
開
か
れ
ま
す
。

今
川
は
神
奈
川
県
下
で
、
「
は
て

な
劇
団
」
を
主
宰
す
る
す
ず
き
ま

こ
と
さ
ん
に
よ
る
人
形
劇
、
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ド
、
手
品
、
け
ん
玉
シ

ョ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず

前
売
り
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

と
き
①
2
月
1
0
日
①
午
後
6
時

　

開
場
・
6
時
3
0
分
開
演
②
H
日

　

⑧
午
前
1
0
時
開
場
・
1
0
時
3
0
分

　

司
寅

と
こ
ろ
市
民
会
館
2
階

入
場
料
―
人
6
0
0
円
（
4
歳

　

～
大
人
）

前
売
り
券
扱
い
所
北
部
児
童
セ

　

ン
タ
ー
（
陽
明
町
酋
6
5
・
3
6

　

6
5
）
・
日
吉
児
童
セ
ン
タ
ー
（
日

　

吉
町
豊
6
6
・
5
2
3
3
）
・
春
日

　

児
童
館
（
春
日
3
豊
6
6
・
2
1

　

3
3
）
ま
た
は
多
田
米
子
さ
ん

　

（
美
里
町
豊
6
5
・
7
0
4
5
）
ら

　

会
貝
宅
へ
。
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多
過
き
て
も
少
な
過
き
て
も
困
る

回
レ
蕊
卵
回
口
］
1

　

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ホ
ル
モ
ン
の
材
料

と
な
る
一
種
の
脂
肪
で
、
体
を
つ
く
り
維
持
す
る
上
で
、
大
切
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
多
過
ぎ
る
と
、
逆
に
高

血
圧
症
な
ど
の
成
人
病
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
正
常
に
保
つ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

多
い
と
動
脈
硬
化
に

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
血
液
中

に
あ
る
一
種
の
脂
肪
で
す
。
細
胞

の
膜
χ
作
っ
た
り
、
ビ
タ
ミ
ン
や

ホ
ル
モ
ン
の
材
料
に
も
な
り
ま
す
。

払
た
ち
の
体
が
、
大
き
く
成
長
す

る
の
も
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
お
陰

で
す
。
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
少
な
過
ぎ
る
と
、
体
に
必
要

な
成
分
が
全
身
に
運
ば
れ
ず
、
健

康
χ
害
し
ま
す
。
し
か
し
、
多
過

ぎ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
細
胞
に
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
運
ば
れ
過
ぎ
て
、

病
気
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
特
に

血
管
に
多
く
沈
着
す
る
と
動
脈
硬

化
χ
起
こ
し
、
高
血
川
や
脳
卒
中
、

狭
心
症
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

二
種
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
脂
肪
の
一

種
で
、
血
液
に
溶
け
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
蛋
白
質
に
取
り
巻
か
れ
て
運

ば
れ
ま
す
。
こ
れ
を
リ
ポ
蛋
白
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
比
重

の
低
い
リ
ポ
蛋
白
（
L
D
L
）
は
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
χ
体
の
す
み
ず

み
ま
で
運
ぶ
役
目
を
し
、
比
重
の

高
い
生
白
（
H
D
N
）
は
、
体
の
す

み
ず
み
か
ら
余
分

な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
集
め
る
役
割

×
し
ま
す
。
こ
の

バ
ラ
ン
ス
が
大
切

な
の
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
正

常
値
は
、
血
液
〇
・

一
昭
中
L
D
L
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は

五
〇
？
一
七
〇
。
r

愕
、
H
D
L
は
四
〇
？
七
〇
。
r
琴

総
ほ
で
は
I
〇
〇
～
一
ご
一
〇
。
ム
。

の
範
囲
で
す
。

正
常
値
保
つ
た
め
の
心
得

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
正
常
に
保

つ
た
め
に
は
、
次
の
こ
と
を
心
得

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

①
食
べ
過
ぎ
て
肥
満
に
な
ら
な
い

　

よ
う
に
、
体
重
に
注
意
す
る
。

②
動
物
性
脂
肪
は
少
な
め
に
、
植

　

物
油
は
多
め
に
取
る
。

③
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
摂
取
量
は

　

一
日
ミ
○
○
。
い
竹
程
度
が
よ
い
。

　

鶏
卵
一
個
に
含
ま
れ
る
量
は
、

　

二
丘
○
。
r
弓
前
後
で
す
。
も
つ
、

　

レ
バ
ー
、
バ
タ
ー
は
控
え
め
に
。

④
繊
維
質
は
、
余
分
な
コ
レ
ス
テ

　

ロ
ー
ル
を
排
せ
つ
す
る
の
で
、

　

多
め
に
取
る
。

⑤
糖
尿
病
、
肝
臓
病
、
腎
臓
病
、

　

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
、
甲
状
腺
の
病
気

　

の
人
は
、
き
ち
ん
と
治
療
す
る
。

予
防
教
室
を
開
催
中

　

成
人
病
検
診
の
結
果
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
高
め
の
人
を
対
象
に

市
で
は
保
健
所
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
「
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
予
防
教

室
」
χ
開
い
て
い
ま
す
。
日
時
な

ど
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65－7333）



■あなたの身近に話題がありまし

たら市役所総務課広報広聴係（容

66－1111）へご連絡ください。

話題っの

！：＞……ろ＼1ま

下庄小学校に

　

屋内体育館が完成

　

下庄小学校の屋内体育館が完成

し、1川20川、真新しい体育館で

落成式が行われよしし。体育館は

鉄筋」｀バノリート造りヽト屋建て、

1，254ヽト方乱で、術品などB含め

事業賞は2億2，242ノj円です。従

来の約1．5倍の広さヒなり、バレ

ーや）バス勺ットの」－トが各2而

取れるようになりよし／こ。

華やいた雰囲気に

　　

包まれた成人式

　

1月15日、市民会館で成人式が

行われよし／こ。今年の対象者は、

大野巾出身の参加希望者七含め、

約500人、当日の参力日者は450人

でしじ。例年のことながら、会場

は晴れ杵姿の娘けんで、華やい／ゴ

雰囲気に包まれ、この日ばかりは

男性軍は単なる男性群でしじ。

牛
乳
の
紙
パ
ッ
ク
で

　

″
子
供
の
家
″
で
き
る

　

春
‐
児
公
館
に
、
牛
乳
の
紙
パ
ッ
勺

ト
ヒ
七
日
斤
ト
個
ジ
使
、
い
に
子
供
出
京
が

お
目
‐
几
え
し
ま
し
し
。
中
は
本
物
の
畳

く
畳
救
八
じ
C
寸
。
昨
年
ト
日
ご
ろ
か
ら

パ
ッ
勺
を
集
め
始
め
、
今
年
一
川
、
よ

う
い
く
完
成
し
じ
そ
う
で
す
。
八
供
じ

ち
の
ト
作
り
の
”
城
”
じ
け
に
、
人
気
も

抜
群
ど
の
こ
と
。

保
育
園
児
の
一
日
入
学

　
　

南
校
な
ど
で
始
ま
る

　

今
年
小
学
校
へ
入
学
す
る
保
育
園
児

の
学
校
訪
問
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
月

ト
‐
九
人
の
閥
児
が
、
有
終
南
小
学
校
を
訪

問
。
先
輩
の
一
年
生
の
授
業
を
、
神
妙

な
顔
で
兄
入
っ
て
い
ま
し
じ
。
今
年
小

学
校
へ
の
人
学
者
は
九
白
四
ト
丘
人
、

う
ち
保
育
園
児
は
二
百
八
ト
L
人
で
す
。

読
み
ど
く

寝
た
き
り
や
体
の
弱
い

お
年
寄
り
に
朗
報

　

市
で
は
、
3
月
1
日
か
ら
「
テ
ィ
ー

サ
ー
ビ
ス
」
を
始
め
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
家
庭
に
お
ら
れ
る
お
お
む
ね

6
5
歳
以
上
の
お
年
寄
り
で
、
寝
に
に
き

り
の
人
や
体
が
弱
く
て
引
き
こ
も
り

が
ち
な
人
を
、
福
祉
施
設
ヘ
ー
‐
（
デ

ィ
）
お
預
り
し
て
、
食
事
や
入
浴
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
（
サ
ー
ビ
ス
）
事
業

で
す
。
家
族
の
人
も
、
こ
の
間
、
介

護
か
ら
解
放
さ
れ
疲
れ
を
い
や
し
て

も
ら
・
う
と
と
も
に
、
お
年
寄
り
へ
の

接
し
方
や
介
護
の
方
法
な
ど
の
指
導

も
受
け
ら
れ
ま
す
。
専
用
車
で
の
送

迎
も
し
ま
す
の
で
安
心
で
す
。

対
象
者
6
5
歳
以
上
で
、
日
常
生
活

　

に
何
ら
か
の
障
害
が
あ
る
人
、
寝

　

た
き
り
の
人
（
特
別
な
場
合
は
、

　

6
5
歳
未
満
の
人
や
介
護
者
の
同
時

　

利
用
も
可
）

引
き
受
け
施
設
聖
和
園
（
篠
座
）

経
費
一
人
で
入
浴
で
き
な
い
人
は

　

1
1
0
0
円
そ
の
他
は
7
0
0
円

申
込
・
問
合
せ
先
福
祉
事
務
所
福

　

祉
係
（
市
役
所
内
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
7
3
）
、
聖
和
園
デ
ィ
サ
ー

　

ビ
ス
セ
ン
5
I
（
豊
6
6
・
3
3
0
7
）

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
大
野
有

　

終
会
館
内
豊
6
5
・
8
7
3
3
）
の

　

い
ず
れ
か
へ



●INFORMATION

お
知
ら
せ

2月

●
家
庭
看
護
法
基
礎
講
習
会

　

家
族
の
健
康
竹
理
、
病
人
の
世

話
、
と
っ
さ
の
時
の
応
急
手
当
な

ど
、
毎
‐
の
生
活
に
す
ぐ
役
立
つ

幕
礎
的
な
内
容
で
す
。
定
り
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
申

し
込
み
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

と
き
2
日
2
1
‐
爾
～
2
3
‐
陽
の

　

3
‐
間
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時

　

3
0
分
？
午
後
4
時
3
0
分

と
こ
ろ
市
役
所
3
階
大
会
議
室

定
員
2
0
人

持
参
品
テ
キ
ス
ト
代
1
0
0
0

　

円
程
度
、
弁
当
、
動
け
る
服
装
で

申
込
先
市
福
祉
事
務
所
内
・
‐

　

赤
大
野
地
区
事
務
局
（
豊
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
4
7
2
）

●
献
体
の
お
願
い

　

「
献
体
」
は
、
医
師
や
医
学
者
×

志
す
学
生
の
人
体
解
剖
実
習
の
教

材
と
し
て
、
自
ら
の
遺
体
×
無
条

件
・
無
報
酬
で
、
医
科
大
学
に
提

供
す
る
こ
と
で
す
。

　

一
般
に
、
献
体
は
自
分
が
生
前

に
登
録
し
て
お
き
、
死
後
、
遺
族

の
方
の
手
で
行
わ
れ
ま
す
。
福
井

医
科
大
学
で
は
、
献
体
に
対
す
る

県
民
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し

出
は
、
福
井
医
科
大
学
庶
務
課
（

豊
0
7
7
ハ
b
・
6
1
・
9
）
1
1
1
1
）

へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
厚
生
年
金
と
国
民
年
金
の

　

支
給
額
引
き
上
げ

　

厚
生
年
金
と
国
民
年
金
の
支
給

額
が
、
昨
年
の
4
月
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
2

H
に
支
給
さ
れ
る
分
は
、
前
回
以

降
の
改
訂
後
の
額
と
既
に
受
領
さ

れ
て
い
る
昨
年
4
川
以
降
の
年
金

の
差
額
が
合
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
払
い
目
は
、
厚
生
年
金
は
2
月

1
‐
（
郵
便
局
の
窓
日
で
の
受
け

取
り
は
2
H
1
3
日
）
、
国
民
年
金
は

2
月
1
5
日
で
す
。

　

問
合
せ
先
福
井
社
会
保
険
事

務
所
（
a
0
7
7
6
・
2
3
・
1
0

0
2
）

●
自
衛
官
募
集

応
募
資
格
満
1
8
歳
以
L
、
2
5
歳

　

未
満
の
‐
本
国
籍
×
も
っ
人

身
分
特
別
職
国
家
公
務
り

給
料
月
額
1
年
‐
1
2
万
1
や
円

　

二
年
目
1
3
万
1
千
4
百
円

衣
食
住
全
額
無
料

休
日
・
休
暇
日
曜
・
祭
日
と
第

　

2
・
第
4
土
曜
は
休
日
、
有
給

　

休
暇
は
年
2
4
‐
の
ほ
か
年
末
年

　

始
の
特
別
休
暇
あ
り

問
合
せ
先
自
衛
隊
募
集
事
務
所

　

（
要
町
3
‐
1
0
豊
6
5
・
6
3
2
5
）

●
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

　

国
家
試
験
の
日
程

　

平
成
2
年
度
の
試
験
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。
受
験
地
は
金
沢

市
、
手
数
料
は
I
件
、
1
回
に
つ

き
2
3
6
2
円
で
す
。

9
Ｈ
1
～
2
5
日

6
目
り

I
～
2
5
目

2
Ｈ
1
～
2
6
目

申
請
書
の

受
付
間
間

Ｈ
‥
‥
‥
4
目
㈲
　

ま
た
は

H
H
H
目
佃

8
目
り
9
9
一
目
㈲
　

ま
た
は

8
口
2
3
口
汚

4
月
1
5
日
面
　

ま
た
は

4
月
9
9
一
目
㈲

電
話
級
試
験
間
日

H
H
6
口
内

8
口
2
1
日
収

4
目
1
7
口
内

電
信
級

問
合
せ
先
無
線
従
事
者
国
家
試

　

験
セ
ン
タ
ー
北
陸
支
部
（
〒
9

　

2
0
金
沢
市
広
坂
1
‐
9
‐
1
5
石

　

川
郷
友
会
館
内
き
0
7
6
2
・

　

刀
一
・
7
1
2
1
）
。
テ
レ
ホ
ン
サ

　

ー
ビ
ス
は
き
0
7
6
2
・
2
2
・

　

2
9
2
9
で
す
。

●
す
べ
て
の
法
人
事
業
所
は

　

社
会
保
険
に
加
入
を

　

勤
労
者
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
対

象
と
し
た
健
康
保
険
・
厚
生
年
金

保
険
制
度
の
改
正
で
、
加
入
範
囲

が
拡
大
さ
れ
、
す
ぺ
て
の
法
人
事

業
所
の
常
…
…
…
…
的
従
業
μ
や
常
勤
の

役
員
は
、
そ
の
職
種
に
関
係
な
く

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

未
加
入
者
の
い
る
事
業
所
は
、
す

ぐ
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

事
務
説
明
会
毎
月
第
2
水
曜
日

　

の
午
後
1
時
か
ら
社
会
保
険
事

　

務
所
で
開
催

問
合
せ
先
福
井
社
会
保
険
事
務

　

所
（
福
井
市
手
寄
2
－
―
－
3
4

　

雲
0
7
7
6
・
2
3
・
1
0
0
2
）

●
高
齢
者
を
雇
用
し
て
い
る

　

事
業
主
へ
助
成
金

　

6
0
歳
代
前
半
の
高
年
齢
者
の
雇

用
を
促
進
す
る
た
め
、
事
業
主
へ

の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ご
利

川
く
だ
さ
い
。

高
年
齢
者
多
数
雇
用
奨
励
金
①

　

定
年
が
6
0
歳
以
1
L
ま
た
は
定
め

　

な
い
事
業
所
②
6
0
歳
以
ヒ
6
5
歳

　

未
満
の
人
が
6
％
を
超
え
る
事

　

業
所
・
‐
‐
‐
‐
‐
中
小
企
業
の
場
合
6

　

％
を
超
え
る
人
数
×
3
万
円
（
‐
り

　

額
）

高
年
齢
者
雇
用
確
保
助
成
金
①

　

定
年
を
6
1
歳
以
L
L
に
引
き
ヒ
げ

　

た
事
業
所
②
6
0
歳
以
上
の
定
年

　

後
、
雇
川
延
長
制
度
χ
設
け
た

　

事
業
所
：
‐
：
‐
中
小
企
業
の
場
合

　

対
象
高
年
齢
者
数
×
6
0
万
円
、

　

そ
の
ほ
か
、
本
年
度
限
り
の
特

　

別
奨
励
金
も
あ
り
ま
す
。
い
ず

　

れ
も
大
企
業
の
場
合
は
金
額
が

　

異
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
冊
県
雇
川
開
発
協
会

　
　

（
a
0
7
7
6
・
2
4
・
2
3
9

　

2
）
ま
た
は
大
野
公
共
職
業
安

　

定
所
（
豊
6
6
・
2
4
0
8
）

●
「
ふ
る
さ
と
情
報
定
期
便
」

　

郵
送
希
望
者
を
募
集
中

　

市
は
、
市
出
身
の
市
外
在
住
者

を
対
象
に
「
越
前
大
野
ふ
る
さ
と

情
報
定
期
便
」
χ
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
た
だ
今
、
「
定
期
便
」
希
望

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
定
期
便
」
は
、
市
出
身
者

に
広
報
紙
な
ど
×
無
料
で
お
届
け

し
、
大
野
の
近
況
×
伝
え
る
一
方
、

ふ
る
さ
と
へ
の
提
言
な
ど
を
提
供

し
て
削
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

市内の交通事故状況

件数内訳 竪屋 闇市 増減
総件数 409 396 ＋13

人身

事故

件数 185 190 －5

死者 5 10 －5

傷者 262 233 ＋29

物損事故 224 206 ＋18



●INFORMATION

応
募
要
領
は
が
き
に
「
ふ
る
さ

　

と
情
報
定
期
便
希
望
」
と
書
き
、

　

届
け
先
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

　

氏
名
・
年
齢
×
明
記
の
L
、
天

　

神
町
I
‐
1
市
役
所
総
務
課

　

広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
4
1
）
へ
。

●
車
の
名
義
変
更
・
抹
消

　

登
録
は
早
め
に

　

3
月
は
自
動
巾
の
検
査
・
登
録

申
請
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
次
に

該
当
す
る
人
は
、
早
め
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

①
自
勁
巾
χ
売
買
し
た
り
し
て
、

　

ま
だ
名
義
変
更
の
手
続
き
×
し

　

て
い
な
い
人

②
廃
市
し
て
、
ま
だ
抹
消
登
録
の

　

手
続
き
χ
し
て
い
な
い
人

③
3
口
中
に
巾
検
の
有
効
期
間
が

　

切
れ
る
巾
×
、
引
き
続
き
使
川

　

す
る
人
へ
継
続
市
検
は
有
効
期

　

間
の
切
れ
る
1
力
‐
り
前
か
ら
受

　

検
で
き
ま
す
）

申
請
先
中
部
運
輸
岫
福
片
陸
運

　

支
局
（
〒
9
1
0
福
井
市
西
谷

　

1
の
1
4
0
2
豊
0
7
7
6
・

　

3
4
・
1
6
0
0
）

●
身
体
の
内
部
障
害
者
に
も

　

鉄
道
運
賃
な
ど
割
り
引
き

　

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う

こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
機
能
障
害

者
で
身
体
障
害
者
于
帳
×
持
っ
て

い
る
人
に
、
旅
行
す
る
場
合
の
鉄

道
や
航
空
運
賃
の
一
部
が
割
り
引

き
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

割
り
引
き
率
は
、
障
害
の
程
度
に

よ
っ
て
…
ｔ
ハ
な
り
ま
す
が
、
割
り
引

き
χ
受
け
る
た
め
に
は
、
必
ず
そ

の
該
当
者
で
あ
る
旨
の
表
示
χ
し

た
身
体
障
害
者
于
帳
の
提
示
が
必

が
で
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
既
に
交
付
済

み
の
手
帳
に
追
加
記
入
し
ま
す
の

で
、
福
祉
事
務
所
へ
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
福
祉
事
務
所
福
祉
係

　
　

（
市
役
所
内
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
7
3
）

スノーフェステイノ勺レは

　

無料バスをご利用下さい

　

2月10日（土）から12日（振替休

日）まで、六呂師スキー場で行わ

れる「ふくいスノーフェスティバ

ル’90」の無料送迎バス×、11日と

12日の2日間運行します。会場付

近の駐車場は満車が予想されます

ので、できるだけバスをご利川く

ださい（定期バスは有料です）。

11日の無料バス

　

行き市役所発8：00→JR大野

駅前8：05→市民会館前→富田大橋

815→富田公民館前→松丸農協前

→伏石農協前→六呂師小前→会場

着8：50（以後30分ごとに市役所発

18：00まで運行・停車場は行き・帰

り、両目とも同じ）

　

帰り会場発9：00→市役所着9：

50（以後30分ごとに会場発20：00

まで運行）

12日の無料バス

　

行き市役所発8：00（以後30分

ごとに市役所発15：00まで運行）。

　

帰り会場発9：00（以後30分ご

とに会場発18：00まで運行）。1

市民のうごき

　　　　　　　　　

（前月比）

世帯数11，259世帯（－3）

人□42，376人（士O）

　

男20，336人（－2）

　

ヵ・22、040人（＋2）

転入43人出生42人
転出51人死亡34人
平成2年1月1日現在

暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

揚げ油の使い方・捨て方

　

食
川
油
の
九
〇
％
以
に
は
サ

ラ
ダ
油
。
残
り
は
天
ぷ
ら
油
で

す
が
、
現
在
は
ど
ち
ら
も
揚
げ

油
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
サ
ラ
ダ
油
は
天

ぷ
ら
油
よ
り
も
精
製
度

が
高
い
の
で
す
が
、
市

場
価
格
は
逆
に
安
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　

と
も
に
ど
れ
く
ら
い

ま
で
使
え
る
の
か
と
い

う
と
、
差
し
油
を
し
な

が
ら
L
L
手
に
使
え
ば
、

五
？
六
回
は
十
分
使
え

ま
す
。
た
だ
、
食
川
油

は
、
空
気
中
の
酸
素
で

酸
化
さ
れ
や
す
く
、
温

度
や
光
で
こ
れ
が
促
進

さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
揚
げ

る
と
き
の
湿
度
は
上
げ
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
、
使
い
終
わ
っ
た
ら

で
き
る
だ
け
早
く
温
度
を
下
げ

て
、
冷
暗
所
に
保
存
し
ま
す
。

揚
げ
油
の
使
用
限
界
は
、
①
揚

げ
物
χ
し
て
い
る
と
き
の
泡
立

ち
や
発
煙
②
油
の
色
③
揚
げ
物

の
油
の
切
れ
具
合
④
揚
げ
物
の

色
な
ど
で
判
断
し
ま
す
。

　

未
開
封
の
油
は
、
缶
入
り
が

蛾
も
保
存
性
が
よ
く
、
次
い
で

瓶
入
り
で
す
。
ポ
リ
容
器
は
、

紫
外
線
×
あ
る
程
度
通
し
ま
す

の
で
、
や
や
劣
り
ま
す
。

　

揚
げ
油
と
し
て
適
当
で
な
く

な
っ
た
場
八
‐
、
次
の
よ
う
に
処

理
し
ま
す
。
①
新
聞
紙
か
ぼ
ろ

布
に
染
み
込
ま
せ
、
ご
み
袋
な

ど
に
入
れ
て
捨
て
る
②
市
販
の

廃
油
処
理
剤
を
利
用
す

る
③
廃
油
を
利
用
し
て

石
け
ん
を
作
る
。

　

廃
油
を
直
接
流
し
に

捨
て
た
り
、
川
へ
流
す

こ
と
は
絶
対
や
め
ま
し

ょ
う
o
河
川
χ
汚
し
、

下
流
の
人
に
迷
惑
を
か

け
、
ひ
い
て
は
自
分
自

身
の
生
活
環
境
を
悪
化

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
流
し
に
捨
て
る
と

排
水
管
を
詰
ま
ら
せ
る

結
果
に
も
な
り
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
χ
。



、
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1
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犯

裁
判
所

　

城
町
に
あ
る
裁
判
所
は
、
正
式
に
は
福
井

地
方
裁
判
所
大
野
支
部
・
福
井
家
庭
裁
判
所

大
野
支
部
・
大
野
簡
易
裁
判
所
の
三
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
最
高
裁
の
適
正
配
置
計
画

に
よ
っ
て
、
平
成
二
年
度
か
ら
簡
易
裁
判
所

だ
け
が
残
る
形
と
な
り
ま
す
。

　

簡
易
裁
判
所
が
扱
っ
て
い
る
主
な
も
の
は

訴
訟
額
が
九
上
万
円
ま
で
の
、
民
事
事
件
・

調
停
・
支
払
い
命
令
・
刑
事
事
件
で
す
が
、

い
ず
れ
も
そ
の
額
を
超
え
る
場
合
は
、
福
井

市
の
本
庁
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
す
。

　

大
野
区
裁
判
所
が
削
設
さ
れ
た
の
は
、
明

治
九
年
で
、
柳
町
通
り
の
百
聞
堀
跡
の
と
こ

ろ
が
人
］
で
、
今
は
ち
ょ
う
ど
大
野
鳥
校
の

体
育
館
が
建
っ
て
い
る
あ
た
り
に
あ
り
ま
し

た
。
同
上
丘
年
に
は
大
野
治
安
裁
判
所
と
改

称
。
同
ニ
ト
ー
年
に
は
大
火
で
類
焼
し
ま
し

た
が
、
す
ぐ
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
二
年
に
は
、
取
り
扱
い
件
数
が
少
な

い
た
め
廃
庁
と
な
り
、
裁
判
事
務
は
福
井
区

裁
判
所
の
所
管
に
な
り
ま
し
た
。
大
正
七
年

に
は
復
活
し
ま
し
た
が
、
昭
和
六
年
に
は
、

登
記
事
務
だ
け
χ
残
し
て
再
び
廃
庁
と
な
り

ま
し
た
。

　

昭
和
八
年
に
は
、
地
域
住
民
の
猛
烈
な
運

動
・
請
順
に
よ
っ
て
復
活
。
昭
和
二
‐
ス
年

の
行
政
改
革
の
時
に
、
大
野
簡
易
裁
判
所
と

改
称
し
、
さ
ら
に
地
方
裁
判
所
と
家
庭
裁
判

所
の
支
部
が
併
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

柳
町
通
り
に
あ
っ
た
建
物
は
、
昭
和
四
上

ミ
年
に
柳
廼
社
境
内
に
移
築
さ
れ
、
郷
土
歴

史
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
裁
判
所
の

場
所
は
、
升
公
会
堂
が
あ
り
、
巾
庁
舎
と
し

て
も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

公
園
に
新
し
い
ご
み
か
ご

　

由
王
公
園
な
ど
市
内
の
児
童

公
園
二
十
ヵ
所
に
、
新
し
い
回

転
式
の
ご
み
か
ご
四
十
基
が

術
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

財
団
法
人
・
白
目
治
総
八
日
セ
ン
タ

ー
か
ら
宝
く
じ
収
益
金
の
助
成

を
受
け
て
、
市
が
設
置
し
た
も

の
で
、
事
業
費
は
百
九
十
万
円

で
す
。
ご
み
は
、
燃
え
る
も
の

と
燃
え
な
い
も
の
に
分
け
て
、

必
ず
ご
み
か
ご
に
捨
て
ま
し
ょ

う
。
へ
写
真
は
山
玉
公
園
で
）

編
集
後
記

●
公
職
選
挙
法
が
改
正
冷
れ
、

政
治
家
の
寄
付
や
花
輪
、
香
典

な
ど
が
、
ほ
ば
全
而
的
に
禁
止

冷
れ
、
罰
則
も
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
と
難
し
い
文
章
で

恐
縮
で
す
が
、
五
ペ
ー
ジ
を
ご

一
読
く
だ
諮
－
い
。
一
一
‐
り
一
日
か

ら
適
川
戸
れ
ま
す
。
こ
れ
よ
日
り

光
、
大
野
市
議
会
で
も
上
二
目

定
例
会
で
「
虚
礼
廃
叱
に
関
す

る
決
議
」
を
し
て
い
ま
す
。
が
、

詐
ら
に
厳
し
い
内
容
で
す
。

　

一
一
月
は
各
所
で
町
法
事
、
村

法
事
が
あ
り
、
今
年
は
ま
に
に
総

選
挙
も
予
定
I
れ
て
い
ま
す
。

例
年
で
す
と
政
治
家
か
ら
の
お

酒
の
お
供
え
朽
多
い
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
有
権
者
自
身
が
「
求

め
な
い
決
意
」
を
し
な
け
れ
ば
、

法
律
や
決
議
び
け
で
は
、
完
全

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
（
平
）

一一一一／1眠見i号

　

今
年
の
冬
も
、
現

在
の
と
こ
ろ
雪
不
足

で
あ
る
。
地
球
の
温

暖
化
が
原
因
で
あ
る

と
は
思
わ
れ
な
い
が

設
備
投
資
を
し
た
ス

キ
ー
場
に
と
っ
て
は
深
刻
で
あ
る
▼
民
宿
・
運

動
具
店
・
衣
料
品
店
・
靴
店
・
電
気
製
品
店
・

燃
料
店
等
の
売
り
ヒ
げ
に
も
影
響
が
あ
ろ
う
。
雪

下
し
作
業
が
な
い
と
、
腹
が
減
ら
な
い
の
で
、

米
の
売
れ
行
き
も
悪
く
な
る
そ
う
で
あ
る
▼
こ

れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
昨
年
暮
れ

の
地
下
水
の
水
質
汚
染
で
食
品
産
業
も
打
撃
を

受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
今
年
の
干
支
に
あ

や
か
っ
て
、
駿
馬
の
ご
と
く
ひ
た
す
ら
に
突
っ

走
り
た
か
っ
た
多
く
の
業
種
に
と
っ
て
、
出
鼻

×
挫
か
れ
た
恰
好
に
な
っ
て
気
の
毒
と
い
う
他

は
な
い
▼
昨
年
秋
に
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

商
モ
業
と
農
林
業
が
合
併
し
て
「
お
お
の
産
業

フ
ェ
ア
」
が
行
わ
れ
た
。
有
終
会
館
一
二
階
に
は

水
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
て
、
千
葉
県
手
賀
沼
の

ア
オ
コ
の
写
真
が
展
示
し
て
あ
っ
た
。
汚
染
が

極
度
に
進
ん
で
追
い
つ
め
ら
れ
た
我
孫
子
市
は

官
民
一
体
と
な
っ
て
そ
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
▼
大
野
市
は
、
昨
年
五
月
千
葉
県
公
害
研

究
所
の
楡
井
久
博
士
×
招
い
て
有
機
溶
剤
汚
染

対
策
に
関
す
る
学
習
会
×
開
い
た
。
今
な
ら
ば

打
つ
手
は
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
住
民
の
不

安
×
一
掃
す
る
た
め
に
も
早
急
で
抜
本
的
な
対

策
が
望
ま
れ
る
▼
平
成
二
年
も
は
や
I
ヵ
月
が

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
出
足
は
鈍
っ
て
も
、
こ
れ

か
ら
い
く
ら
で
も
立
ち
直
れ
る
し
、
災
い
χ
転

じ
て
福
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
重
が
な
の

は
、
行
政
と
住
民
が
一
致
協
力
し
て
難
局
×
打

開
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
T
）

発
行
福
井
県
大
野
市
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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